
2022年5月号

馬場川新聞
あなたも「めぶく。」しませんか？
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2022年2~3月、合計4回にわたって

地域のご関係者様と「意見交換会」開催

来年秋の馬場川通り遊歩道公園改修工事の竣工に向け進められてい

る 「馬場川通りア ーバンデザインプロジェクト」。2022年2月～3月の期問で、

地域関係者の皆様に具体的なご意見、ご要望をお聞きする 「意見交換会」

を計4回実施しました。

第1回の意見交換会では、まず本プロジェクトのマスターデザイナー であ

る株式会社ランドスケープ・プラス平賀氏より、 コ ンセプトや昨年の説明会で

のご意見などを反映したデザイン更新案をご説明 いただきました。意見交

換会では、通りが綺麗になることへの期待、歩車道が一体となったときの

交通の安全性の心配、川に落とされるゴミ問題、長く滞在できるサ ー ドプレ

イス、全国から視察に来るようなものを作ってほしいなどご意見をいただき

ました。

そして第2回の意見交換会では、車と人の共存に対する不安が挙げれら

れました。そこで、交通の安全性の向上のためにハンプ設置の実験などを

検討していることや、デザインと運用の両面から関係者を巻き込んで引き続

き検討することとなりました。

さらに、模型を囲んで行われた第3回では、交通の安全性とともに、さま

ざまな人の通りの快適性を検証すべく、車椅子を準備して、近隣にあるレ

ンガ敷きの道路で動作検証を行いました。改修後の運用管理については、

馬場川通り親交会を中心に取り決めていくことが重要であると いう意見

が出されました。また現状の運営課題として、 一 部の方に日常の管理が

菓中してることが問題点として挙がり、できれば協力したいとのご意見も

いただきました。

ケ ーススタディを学ぶ「参考事例見学会」を実施

2022年1月12日、本プロジェクトのマスタ ーデザインを依頼する株式

会社ランドスケ ープ・プラスの実績である「グリ ーンスプリングス（東京

都立川市）」を見学しました。この事例は2021年度の「グッドデザイン

賞」、「日本空間デザイン賞」を受賞していて、商業街区のなかにあり

ながら豊富な緑と高い親水性など馬場川通りが目指す姿として参考に

なる事例です。

まず立川の歴史や風土に立脚する施設のコンセプトなど説明をお聞

きし、 実際に施設を見学しました。親水デッキ、落下防止のためのエ夫 、

小川沿いのベンチやテ ー プルを体感。ロ ー カル木材が規格化され、

様々なベンチとして展開されていました。特に施設中央の公園部分は

馬場川に応用できそうなアイデアが多くありました。
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多くの方にご参加いただけるように意見交換会は昼の部・夜の部も実施

最後に第4回の意見交換会では、第1~3回までの意見をまとめて、ご参

加いただけなかった人にもデザインや交通の課題について共有しました。

また、中央通りと馬場川通りの交差地点にあるトイレの改修については、男

女の区別なく誰もが快適に利用できる 「 世界碁準のユニバ ー サルトイレ」

の導入について検討していることも報告され、不特定の男女が空間を共有

するため犯罪面などの不安があることや、混雑時を考慮して男性小便器も

必要ではな いか、などの意見が出されました。これら通りの安全性や快適

性、そして環境への配慮、さらに文化的な活動に対する意見は、並行して

閑催されている準備委員会にて具体化が進められました。




